


 〈ナイフ〉を辞書で引いてみると、〈西洋風の〉

小刀、などとなっているけれど、このような説明

は、明治や大正の頃ならいざ知らず、日本人の生

活の中に溶けこんでいる現代では、もう不要な説

明となっている。アメリカの辞書では〈台所用品〉

となっているナイフも、イギリスの辞書では、〈武

器としても〉という説明が加えられている。イギ

リスでは、ナイフまで武器とみなすほど、まだ、

安全な社会であることを示していると言える。小･

中学校でも、休み時間にgunによる殺人が頻発す

るアメリカでは、ナイフまで武器として、辞書に

記述する意識も余裕もないのだろう。

　こういう調べ方をしていくと、辞書には、単に、

引くだけではなく、読む面白さもある。

　 イ ギ リ ス 人 の 観 る ア メ リ カ ら し さ と し て 、

Oxford Guide to British and Amehcan Culture 

(1999:p.98)では、次の4つを挙げている。

①power in international politics〔世界の警察官･

アメリカも、湾岸戦争などで、外国からの資金援

助なしには戦えなくなっているところを見ると、

そのpowerも、相対的に低下してきているのは明

らか〕

②Hollwood〔trashyでcommercial culture のシ

ンボルとしての町･Tinseltown〕

③money〔Money matters more than anything 

else to Amercans;brash displays of wealth〕

④violence〔The US is a dangerous place where 

you cannot walk in the streets or subways 

without fear or being attacked.学校ヘケイタイだ

けではなくケンジュウまで持ってくるアメリカ；

警官が夜間でもケンジュウなしでパトロールでき

るイギリス〕

　それにしても、戦後の日本は、アメリカをモデ

ルに努力してきた結果、最近の日本は①を除いて、

見事にアメリカに追いつき、あるいは追い越して

しまった感がある。それは、ニュースで毎日のよ

うに報じられている。

　また、アメリカ人を〈can easily become excited 

and rudeでhave no culture〉だとしている。〔rude 

やcultureについての英米人のものの観方の違い

は、英・米の辞書の説明の中に読みとることがで

きる。〕

　しかし、アメリカ人のfriendlyで、welcoming

で、hard-workingで、生活をエンジョイし、social 

classもなく、何事にもopenな態度、などについ

てはイギリス人も評価する。

　一方、アメリカ人は、イギリス人をどう観てい

るだろうか。ジェームス・ボンド、アガサ・クリ

スティー、くまのプーさん、霧〔最近では、無煙

炭や電気の使用でほとんどみられなくなった〕、山

高帽〔も、少なくなっている〕、queue、fish and 

chipsそして紅茶…

　イギリス人のpoliteでproper〔この言葉の意味

はなかなか掴みにくい。よく英英辞典で調べてほ

しい。〕な態度には尊敬すらしている。またplease, 

thank you(very much),excuse me,lovely,holiday

などの中にイギリス人らしさがある、とも言う。

snobbishで〈stiff upper lip〉な性格のため、かな

り重大なことをでも'That's no ploblem'と言う

understantementには、アメリカ人も、なかなか

ついて行けないようである。食事のまずさとdull

でrainyなイギリスの天候には、不満が多い。そ

れでも、アメリカ人はイギリスを自分たちの故郷

だと考えている。

　会に途中で中座することをFrench leave〔フラン

ス人流の去り方〕と言うが、フランス人は、こ



れをfiler à l'anglaise〔= stip away after the 

English fashion〕とやりかえす。Brewer による

と〈文無し〉のことを、フランス語では 'je suis 

Anglè'〔私はイギリス人だ〕と言う、とある。こ

ういうのをXenophobiaというけれど、これは、

イギリス国内でも見られることであって、スコッ

トランド嫌いで有名なサミュエル･ジョンソン

(1709̃84)は、自分の編集した辞書の中で、oats

を「イングランドでは普通ウマに食わせるが、ス

コットランドでは、人間が主食とする。」と書いた。

書かれたスコットランド人は、怒ることもなく「そ

の通り。だから、イングランドではサラブレッド

が生まれるが、スコットランドでは、すばらしい

人物が輩出する。」と応じた、という。こういう英

国的笑い〔イングリッシュ・ヒューマー〕で応じ

るゆとりは、生真面目な日本人では、おそらく通

用しないだろう。

　最近、『アメリカ人のまっかなホント』(第1巻)

というシリーズ(現在、第24巻まで)が出た。『地

球の歩き方シリーズ』が、実用的・観光旅行者向

きであるのに対して、『まっかなホントシリーズ』

は、国際化・情報化の激しい現代にあって、多様

な世界を観る目を、主に、ことばを通じて養って

くれる大学生向き教養的啓蒙書で、楽しい読み物

となっている。

何といっても『フルハウス』!

　『フルハウス』というアメリカのホームドラマ

をご存じですか?結構面白いコメディーなんです。

最初の作品から実に10年近くも続いていて、その

間俳優も声優も（あの『大草原の小さな家』のよ

うに）ほとんど変更なしという人気ロングランで

す。話はタナー家で母親が急死したところから始

まります。残されたのは、潔癖過ぎるほどの椅麗

好きで「趣味はお掃除」という父親ダニー、大人

を手玉にとることを覚え始めた小学生の長女D.J.　

（ディー･ジェイ）、おしゃまでわがままな次女ス

テフ（5歳くらい）、そしてまた赤ちゃんの三友ミ

シェル。そこへ育児手伝いとして二人の男性が家

族に加わります。ダニーの親友でコメディアン志

望のジョウイと、亡き母の弟でちょっとカッコい

いロックスターのジェスィ（主人公）。この3人の

男性が3姉妹を養育しながら展開するドタバタが、

実に楽しく、ジョーク満載で描かれます。

　ある日父ダニーがTVリポーターとして晴れ舞

台に立つことに。D.J.とステフはお祝いを贈りま

す。D.J.からはネクタイ。さてステフからは??

かわいらしい手作りの品のようですが、誰にも何

だかわからない。そこへ、製作者のステフがすか

さず "Try on, Daddy!"（パパ、付けてみて！）ス

テフを傷つけたくない父、されど意味不明の品。

まごまごしているところへD.J.が一言。「ネクタイ

止めにしては結構イケてるでしょ？」長女が助け

船を出してくれたことに感謝し、父は「おまえは

いい子だ」とD.J.の肩に手をやります。その時の

一言が、意外にもあの "God bless you." 畏まっ

た時の表現と思いきや、こんな軽やかな使い方も

あるんですね。印象的です。(最も初期の作品)

　その後ジェスィはレベッカという女性と結婚し、

彼女は妊娠します。レベッカは検査結果を告げる

医者からの電話口で、ひどく興奮して「ウソで

しょ！ウソでしょ！」（"You're kidding! You're 

kidding!"）と喜びを連発。何事かと家族全員が心

配して自分を凝視する気配に気付き、くるっと皆

の方を向き、落ち着いてニヤっと一言。"He is 

kidding."(「(心配しないで。)冗談よ。」)kidding

の用法が一発で飲み込めるような場面です。

　現在、NHK-ETVで毎週金曜日18時25分から放

送中。また、月～木曜日まで、深夜0時50分から



再放送も楽しめます。今やD.J.も高校生、ステフ

は中学生に成長しました。いつも私が思うのは、

日本語台本（翻訳）のすばらしさです。ある時タ

ナー家が旅行に出かけ、ホテルの主人（これがま

たヘンなオッサン)が両手を広げて「おっしゃれー

なアリババホテルヘようこそ！」と大げさに出迎

える場面がありました。VTRを巻きもどして

「おっしゃれ一な」の原語を聞き直すとfabulous。

辞書だけ引いても出てきませんね、この訳は。発

見です。またステフがムシャクシャした畔に発す

る決まり文句、"How rude!"は、日本語では何と

「超ムカツク!」。これなど実に名訳です。3姉妹

の生意気ぶり（特にステフとミシェル）と男性陣

のおマヌケぶり（特にジェスィ）にはきっと笑わ

されますよ。(I'm not kidding).それでは皆さん、

God bless you!　　　　　　(長峯信彦･憲法担当)

１石３鳥のアメリカTV番組

　「それでは皆さん、Godbless you!」なんて言わ

れてしまうと、思わず『フルハウス』を見たくな

りませんか。思い立ったが吉日、ぜひ見始めましょ

う！現在『フルハウス』以外にも、いろいろな海

外TV番組がNHK教育テレビ等で放送中です。嬉

しいことに、その多くは、副音声機能付のTVで

したら、英語でも聞け、多少、単語がわからなく

ても、なんとなくストーリーがわかります。しか

も、制作者には失礼ですが、途中から、無責任に

視てもけっこう楽しめます。たとえば話題の番組

『ER』では、さまざまな患者が毎回登場します。

そのひとりひとりに短いドラマがあり、短い場面

だけでも引き込まれ、どうなるのだろう、何を言っ

たのだろうと、思わず真剣に英語を聴いてしまい

ます。実は、英語で聴けば、海外TV番組は、英

誌や文化の学習の面では、１石３鳥ぐらいの効果

があります。

☆1羽めの鳥：英語で寝言

　1番のメリットは、なんといってもスピードが

あって、話がどんどん進んで行くので、当然、訳

する暇もなく、聞いているうちに、英語で理解し、

英語で考えられるようになってくることです。『フ

ルハウス』を視ていれば、「おっしゃれ一な」の状

況の時には自然と "Fabulous!" としいう単語が浮

かぶでしょう。またイントネーションで、意味が

変ってくるのも、少しずつわかって来ます。こう

なると「寝言も英語」の日も近い。

☆2羽めの鳥：語いと話題が豊富な会話上手

　アメリカTV番組をたくさん見ることは、語い

も話題も豊富な会話上手になる近道です。語い力

をつけたい人は、単語の重なりを狙って、決まっ

た番組を続けて視るのも一つの方法。たとえば、

ニュース番組なら、大きな事件は数日に渡って報

道されますから、同じ単語も何回も登場し、身に

つきやすいです。スポーツ中継等も単語の重なり

が多いです。自分の興味ある分野・番組から始め

るのがおススメ。会話の内容をぐっとアップした

い人には、NHKの衛星放送で火曜日から金曜日ま

で毎日１４時から放送中の『ジム･レーラー』が、

私の二重マル番組。大人の会話は話す内容次第。

話題の豊富な会話上手をめざそう！（ただし、ど

の話題もそうですが、特に政治、宗教等のトピッ

クは、T.P.O.をわきまえて、慎重に！）

　☆3羽めの鳥：目が点!から広がる世界

　３羽めの鳥は、違った価値観・文化に触れて、

世界が広がること。アメリカのコメディーやトー

クショーには、目が点になるような番組もけっこ

うありますが、これは、次の片岡先生の記事をご

参考に。(ちなみに私のお気に人りは、『Late 

Night with David Letterman』。アメリカに行くこ

とがあれば、一度、TVをつけてみてください。

最初は意表をつかれた感じで、どう理解して良い

のかよくわからないまま、でも、楽しく、思わず

最後まで見てしまうことが多かったです)。目が点

になった時は、「良い」「悪い」の判断は、とりあ

えず後回しにして、頭の中の「発見の引きだし」

にいれておき、時々「どうしてだろう」と考えて

みてください。目が点になった所から考え始めれ

ば、新しい世界が広がります！

☆追記：

　アメリカだけでなく、BBCニュース地、連合王



国の番組もいろいろ放映中です。こちらも、楽し

んでください。またテレビで２ヶ国語放送を見る

のは難しいという人には、図書館にも、英語が母

国語の人向けに作成された字幕なしのビデオがい

ろいろあり、館内で見れますので、ぜひご利用く

ださい。時間を作るのは楽ではありませんが、コ

ツは、１にも２にも毎日続けること。最初はわか

らない所が多くても２か月続ければ、理解できる

英語の量が、ぐっと増えているはずです。

(小坂敦子)

　アメリカ特集の一端として、今回は特に TV 番

組に垣間見るアメリカ社会を紹介したいと思いま

す 。 長 峯 先 生 は 日 本 で 放 映 中 の シ ッ ト コ ム

'sitcom'(=SITUAT10N COMEDY)の一つ、『フル

ハウス』をご紹介になりました。そこで、ここで

はまだ日本で見ることはできないが絶大な（？）

人気を誇る3本の番組に触れてみたいと思います。

ややきわどい話にならざるをえませんが、僕のせ

いではありません。あしからず。

　まず最初は "Married...with Children" からいき

ましょう。（ちなみにこのタイトル、『既婚...こ

ぶつき』って、なんか泣けません?(オレだけか。))

フランク・シナトラのほのぼのと始まる導入曲と

は裏腹に、ことあるごとにアメリカ中流家庭の隠

れた下劣さを笑いのめします。主人公のAI Bundy

は女性専用の靴屋で働く中年男で、High School 

Footballでクウォーター・バックとして一試合で

４つのタッチ・ダウンを決めたことだけが人生の

拠り所という男です。今ではサラリーマン人生に

疲れ、性欲有り余る妻 Peggy をもてあましている

くせにnudie barが人好き、とまあ日本のお父さん

にもありがちな中年男性像として描かれます。開

始当時は可愛かった二人の子供も番組後半（この

番組もアメリカのsitcomによくある長寿番組で、

10年以上続いて Fox13 というテレビ局の最長放

映記録を持っています。)では20代、親が親ならと

いうやつで異性と付き合うことしか頭にない。娘

のKellyはcuteでsexy、でもbimboタイプの女の子

（Al はよく「愛情」を込めて "pumpkin" と呼

んでいた）。息子の Bud は軽薄短小を絵に描いた

ような憎めない奴で、ダッチワイフ相手に愛を語

るのが大好きという情けない設定です。

　この下品なキワモノさに一端ハマるとなかなか

抜けられません。僕の友人にもたくさんファンが

いました。私の妻も、初めて渡米してこの番組を

見たときは "My jaw dropped!" だったと言ってま

すが、実は隠れファンです。でもパーティーあた

りで "That's my favorite." なんて述べると、まあ

男性は"Yeah, I like it, too."なんて陽気に同意する

一方、実は目をそらすときの"Bad taste!"といわん

ばかりの薄笑いを見逃してはいけません。女性な

らさしずめ"Male chauvinist pig!"くらいに思って

いるでしょう。軽々しく口にするのは危険です。

しかし僕はここに悲哀を感じます。ここに描かれ

ているのは裏返しの良識なんです（と言ったら言

い過きか?)。最後に笑うのはたいていPeggyか

Kelly で、Al も Bud もささやかな抵抗を試みるも

ののいつも女性には勝てません。Alのヒーロー、

John Wayneのように現代のcow boyにはなれない

んです。ここにあるのは落ちこぽれたマッチョ、

踏み誤った人生、絶滅危機品種としての「強い男」、

そして何よりも（アメリカに限りませんが）一極

的価値観を見失ったポストモダン的状況です。

　こういった一抹の悲哀を感じさせずに「今」を

笑うのが"Saturday Night Live"です。タイトル通

り土曜日の夜にライブで、ニューヨークから放送

されています。これは由緒正しきコメディー番組

です。ざっと思いつくところだけでもChevy 

Chase, John Goodman (The Flintstones), Eddie 



Murphy (Beverly Hills Cop), John Belushi (The 

Blues Brothers), Bill Murray, Dan Aykroyd 

(Ghostbusters),近頃ではMike Myers (Austin 

Powers)などなど、第一線から二線級の娯楽映画･

コメディーを賑わすスター達がレギュラーを努め

てきました。それだけでなく、そのときそのとき

の売れ筋・人気者をゲストに呼び、一緒になって

お バ カ を す る と 言 う サ ー ビ ス 精 神 が す ご い 。

Monica Luwinskyが実はBill ClintonとSaddam 

Hussein の二股をかけていたなんていう設定は序

の口で（もちろん事実無根です）、例えばニュー

ヨーク市を浄化し再生させたとの呼び声の高い

ジュリアーニ市長を招いて、悪名高き NY 市のタ

クシー運転手の役をやらせて市長（つまり自分）

の悪態をつかせたり、中野翠に言わせると世界一

ランニング姿が似合うと言うPatrick Swayzeを

男性ホストに仕立てて踊りを競わせるとか、まあ

ちょっと下品だけど見てみたいと言う庶民の欲求

に忠実なんです。出演者もみんな喜んでやるんで

す、これが。石原都知事にも「笑う犬の冒険」あ

たりでなんかやってもらいたいものです。

　僕が個人的に関心があるのが、いわゆるethnic 

slurs とか racial jokes を扱ったものです。これは

かなりきわどい。ちょっと間違えると人権団体か

ら苦情が来そうな内容もあります。平和なところ

では、日本のクイズ番組を題材にしたスキットで、

日本人に扮したレギュラーやゲストが問題を間違

えるたびに指を詰めたり切腹したりと、まあよく

やるわというくらいの固定観念でもって笑わせま

す。まさか真剣に見ている人はいないと思います

が、アメリカの片田舎では日本は中国の一部だと

か大陸と地続きだとか思っている人がいるような

ので、笑いも半減です。(事実、日本人がアメリカ

を知るほどアメリカ人は日本を知りません。)なか

にはある民族の行動パターンを露骨に茶化したり

するものもあって、ある意味でけっこうスリリン

グだったりします。

　でもこれはある面で健全なのかもしれません。

多民族であふれ、民族的対立が日常茶飯事になっ

てしまったアメリカでは、何がしかの民族的な(固

定）観念を払拭するのは非常に困難です。腹の中

に溜めて、あらぬステレオタイプを助長するより

は、いっそ全てを吐き出してお互いを笑い飛ばし

たほうが楽なのかもしれません。いわば社会的偏

見のガス抜き弁とでも言ったらいいでしょうか。

事実、いつも特定の人種・民族だけを槍玉に挙げ

ることはありません。この是非はともかく、現実

の問題を考える機会としてこれ以上のものはそれ

ほど見当たらないでしょう。

　紙面も少なくなってきたので、最後に強烈なの

を一つ。これをはじめて見た時はさすがに目が点

に な り ま し た 。 普 通 ト ー ク シ ョ ー と 言 え ば 、

"Oprah"とか"David Letterman Show"なんかが有

名で人気がありますが、この世界のダースベー

ダーはなんといっても"Jerry Springer"でしょう。

（これらはどれも司会者の名前が番組名になって

います。)もう出演者がとんでもない。Teenage 

motherの姉妹そろってその子供の父親が実の父

だとか、10歳からprostituteとして搾取され、そ

そのかしていたのが母親だとか、美しき良きアメ

リカなんてどこ吹く風。もうこの世の終わりのよ

うな人たちが我が物顔でわめき散らして、乱闘騒

ぎは当たり前と言う番組。(さすがに深夜にしか

やっていません。)はじめは「本当」の乱闘だった

ようですが、あまりにも日常的に起こるので疑問

の声があがりました。幸か不幸かこの番組はヤラ

セだとわかり、この点日本の某番組を思い起こさ

せます。この番組のパロディーまで出て来る始末

です。それにしても、人間のあり方はこうも多様

かと考えさせられます。

　しかしこれはある意味必然かもしれません。TV

番組の多様性は社会構造の反映とも取れるからで

す。実際はその社会階層、宗教、価値観などの多

様性に見合った番組が存在するはずです。この点

で、現在私たちが日本で見られるアメリカの番組

は偏っています。Sitcomの出演者はほとんどが中

流以上、家族愛と自由に満ちた理想の国の体現者。

でもTV番組同様、買い物に行けば社会階層に応

じたスーパーマーケットがあり、それぞれの収入

やステータスに応じた生活をしています。その点



日本ではいいもの悪いものの差が少ない代わりに

選択の幅が狭い。(最近は「差別化」のあおりでこ

の傾向は薄れ始めていますが。)しかし…こんなこ

とを考え出すときりがありません。もうやめます。

皆さんもアメリカに行く機会があったら、なかな

か見えない面をあえて見るように心がけてくださ

い。何についてもいえることですが、既に出来上

がったイメージが真実とは限りません。唐突です

がこれにて。

　SEMO 大学にはもうこれまでに３度行ったこ

とになる。初めは94年であり、その後99年、2000

年である。これらの滞在のうち今年は夏の間に３

週間ほど学生たちと滞在することができたので、

これまで訪れることのなかったミズーリー州とそ

の近辺の幾つかの町や村を見ることができた。や

はり、夏のあいだは良い天気が続くので私たちの

行動半径が広がり、名古屋市におけるよりも高い

気温にもかかわらず、あちこちを当地にいるあい

だに見ておいてやろうとする意欲がかき立てられ

た。

　ケイプ・ジラドーは、人口６、７万人の小さな

市で、学生数が一万人ほどの大学が市の中心部分

を作っている学園都市であるといってよい。ただ、

日本の同じ程度の人口の都市に比べれば、やはり

市域は広くてずっとゆったりした町並である。町

の中心部から車で５分も外に出れば、森や林が道

路の両側に広がり、目にはいる建物の間隔はまる

で北海道の田舎のようである。しかし、このよう

に広大な空き地がふんだんにあることと、自動車

の普及が、町の中心部の過疎化と、郊外での大き

な商業地区の誕生をどんどん押し進めていく。ケ

イプ・ジラドーのかつてのダウンタウンは平日に

は買い物客の姿はまばらで、19世紀に建てられた

風格のあるロイヤルニューオルリンズや、南北戦

争中に一時北軍のグラント将軍の司令部として使

用されたポート・ケイプ・ジラドーの煉瓦作りの

建物なども、今ではケイプの ‘歴史的下町’ と名

づけられて、その他の多くのしゃれた造りの建物

と一緒に半ば観光客になにがしかの郷愁を感じさ

せる場所として存在しているに過ぎないようにみ

える。人々は、何処の国でも今ではそうであるよ

うに、より便利なところに住み、効率よく毎日を

送ることを望んでいるかのようにみえる。19世紀

まではミシシピー川が北部と南部を繋ぎ、産業や

観光業でも中心的な役割をになっていたけれども、

今世紀の半ば以後は、数隻の観光船がオハイオ州

のシンシナティーからニューオルリンズまで、19

世紀をなつかしむ観光客を乗せて回遊しているに

すぎない。かつて、河川が商品輸送の役割を担っ

ていた時代は今では遠い過去のものとなり、河川

は鉄道にとって変わられ、更に車と飛行機がこの

広大なアメリカ合衆国の陸地をぬっている。

　しかしながら、こうして、ケイプの町が過去の

面影を失い、次第に近代的な町へと衣更えをして

いく反面、現代の喧噪と能率化から逃れ、かつて

の静かで手作りの、より人間の匂いのする過去の

遺産を愛し、大事に後世に残しておきたいと考え

ている人々が沢山いるのも事実だ。その一つが、

セントルイスとケイプのほぼ中間に位置するセイ

ント･ジェネビーブの町であり、そこに今も多数

残っている18世紀のフレンチ･コロニアル造りの

家々は、現在も個人が使用したり、既に記念的な

建物として大切に保存されたりしている。多くの

建物が18世紀、あるいは、19世紀初頭の建物であ

り、Sさんは1795年の家を手に入れて少しづつ補

修工事をしながら住んでいる。このような古い建

造物を21世紀に残していくことにはお金もかかり

大変なことと思われるけれども、州と町が占い

家々保存のために積極的な姿勢をとり、基金を



募ったり、保存協会を組織したりして家主に建物

保存のための金銭的援助を与えたりしている。

2000年の8月現在で30軒が‘歴史的遺産’として

指定され、今後さらに古い建築物が遺産として保

存されていくようである。Sさんもまた、自分の

家屋が早く歴史的家屋に指定されるのを心待ちに

している。

　これらの家屋が今も当地に多数存在しているの

は、アメリカ政府による1803年のルイジアナ購人

以前には、フランスがルイジアナ地方（現在のル

イジアナ州よりもはるかに広大な地域）を所有し

ていたからである。それ故、今もミズーリー州付

近から南にかけてはフランスの影響が城塞やフレ

ンチ・コロニアルスタイルとして残り、セイント･

ジェネビーブとミシシッピー川の対岸のランドル

フ郡には、フレンチ・コロニアルスタイルの家屋

としてはそのあたりで一番瀟洒なピエール・メ

ナード・ホームがイリノイ州の歴史協会によって

大切に保存されている。また、シャルトル城塞は

18世紀当時のフランス軍の要塞としてアメリカ合

衆国内で唯一完全な形で残っているもので、場内

の博物館の資料により19世紀当時のルイジアナ地

方でのフランスの影響力を推し量ることができる。

このように、ケイプ・ジラドーから少し北に足を

のばせば、18、19世紀の外国の歴史的遺産をあち

こちに垣間見ることができるし、また、ケイプの

すぐ郊外には、1838年から39年の冬にかけてオク

ラホマの居留地へと強制移動させられて、多くの

命を落としたチェロキー・インディアンたちがた

どらねばならなかったTrail of Tears（涙の道）が

オクラホマ州に向かって通じている。

　このような過去の歴史的遺産にたいして、ある

ものは‘負の遺産’として現在の良心的なアメリ

カ人たち心の痛みとして残り、彼らが私たち日本

人が知る以上にこれらの問題に対してデリケート

な反応をせざるをえないのが現状である。アメリ

カ合州国という、20世紀において様々な分野で世

界の最先端を走っているかにみえる国が、こうし

て、中央政府から遠い小さな町を中心にし、その

周辺で生起してきた歴史・物事を考えてみれば、

より新たに21世紀に向かう力と、過去の歴史を見

つめて、アメリカをこれまで作りあげてきたもの

を大切にしなければという謙虚な意識の、二種類

のものがぶつかりあっていることが分かる。

　 よ り 大 き な 資 本 を 持 つ 企 業 に よ る 大 規 模 な

ショッピング・センターの開発、また、自動車、

電話、テレビ、コンピューターなどによる、より

便利で快適な生活の追求、このような生活を多く

の人々はこれからもケイプ・ジラドーの町で追い

求めるのかもしれない。しかし、そのような将来

に小さな異議を唱えるかのように、人の誇りや独

自性こそが大切だと考え、人間としての生き甲斐

とは何なのかを、草の根を根気よく捜す人のよう

に、個人のレベルで手探りしながら地道に生きて

いる人々をこの地に見いだしうるのは素晴らしい

ことだと言わねばならない。

　2000年ハリウッド映画『U-571』(原題U-571)、

『グラディエーター』(GLADIATOR)、『ダイナ

ソー』（DINOSAUR）の３作を８月の炎天下の上

海で観ることになった。アメリカにおいては、メ

モリアル・デー（Memorial Day）を挟んだ５月～

６月における映画収益ランキングがそのまま年間

の映画興行成績となる傾向が続いているといわれ、

上記の3作は、いずれもアメリカの2000年度映画

ランキングのベスト5に名を連ねる話題作である。

東アジアにおけるハリウッド映画公開

　中国、韓国などの国々における映画上映は、わ

が国同様にアメリカ映画がマーケットを席巻して



いる。中国においては、72年の米中共同声明以降、

アメリカ映画の輸入がはじまったが、いわゆるス

クリーン・クオータ制の存在により、映画上映に

おける中国国産映画とアメリカなどの外国映画の

上映時間比率が定められ、80年代、アメリカ映画

の年間輸入本数は数本であった。しかし、80年代

後半以降、アメリカの娯楽映画は中国の人々に広

く受け入れられるようになり、アメリカ映画の輸

入本数は急速に増加している。99年11月、中国の

WTO加盟を巡る米中閣僚級交渉の中で、中国は年

間40本までのアメリカ映画の輸入を認め、３年以

内には50本までに引き上げることで合意に達した。

　中国においては、ロードショーの初日にどれだ

けの"黄牛"（中国語で"ダフ屋"）が現れるかを、

その映画がヒットするか否かの1つのバロメーター

としており、最近はハリウッド映画の話題作

公開の日に大量に出没している。今年の８月、上

海市内で「グラディエーター」(中国タイトル：角

闘士)、「ダイナソー」(恐竜)などを週末にかけて

観ようと思って映画館にでかけると、はたして額

面30元のチケット(約480円)を20～30枚くらい束

ねた"黄牛"に声をかけられた。

ディズニー映画「ダイナソー」広告(上海市で、2000年8

月)

　一方韓国においては、87年の六･二九宣言以来、

民主化の波が映画産業においても押し寄せ、それ

までハリウッド映画の輸入本数は年間40本弱で

あったが、90年代以降は年間200本近くロード

ショー公開されるようになった。近年、アメリカ

のヒット作品の公開時には、1枚6000ウォン(約

600円)の映画チケットが飛ぶように売れている。

これに対して98年12月、ソウルのアメリカ大使館

の前で、韓国の映画俳優たちがアメリカ映画の自

由化に反対する抗議行動をとったことは記憶に新

しい。

"U-571"
　中国における外国映画の上映は、字幕スーパー

ではなく、中国語の吹き替えによって行われるこ

とが多い。映画『U-571』は、中国語の映画タイ

トルが原題の英語タイトルと同じであったが、中

身は中国語による用語へ翻訳されていた。

　映画のストーリーは、第二次大戦中、ベルリン

のヒトラー（希特勒）の指示によるUボート（U

型潜艇）に使われる暗号機（密礪機）を争奪しよ

うとするアメリカ海軍の特殊任務部隊（特別行動

小組）の物語である。主人公のAndrew Tyler（安

徳魯・泰勒）海軍大尉らの決死の行動は、上海の

映画館の観衆にも共感を呼び、ラストのドイツの

巡洋艦（徳軍巡洋艦）に魚雷が命中するシーンで

は館内で拍手が起こった。第二次大戦中、いうま

でもなく中国は連合軍の側にあったので、映画館

の歓声は当然のことであるともいえる。

　80年代後半、中国においてはいわゆる第五世代

監督（第五代導演：Fifth Generation）の出現によ

り、ニューウェーブと呼ばれる空前の中国国産映

画ブームがおこり、『黄色い大地』(黄土地：

YELLOW EARTH）や『赤いコーリャン』（紅高

粱：RED SORGHUM)などのヒット作品が世界で

放映された。また韓国においても90年代初頭に韓

国国産映画ブームが起こり、『風の丘を越えて』

（ ：SOPYONJE)などの名作が、多くの国

で放映された。しかしながら、90年代半ば以降、

中国、韓国や日本の映画作品は、製作資金や技術

的な問題から世界の映画観衆を魅了するような作

品を生み出すことがむずかしくなっている。中国

や韓国に旅行へ行き、当該国の新作映画を見よう

とする時、一映画ファンとしては、中国や韓国の

国産映画を上映している映画館へは行かずに、戦



争大作『U-571』やCGを駆使したデイズニー映画

『ダイナソー』、古代ローマ帝国を描いた歴史スペ

クタクル『グラデイエーター』といったアメリカ

映画を上映している映画館の方へ足が向いてしま

う。

　現在、ハリウッド映画は、アメリカのロード

ショー期間から１～３ヶ月後に中国や韓国などの

主要都市で公開され、半年～１年経ってから日本

の各都市で公開が始まる。アメリカ国内において

2000年上半期に上映された上記3作品について、

日本国内では、『U-571』が2000年9月～11月公開、

『ダイナソー』と『グラデ"イエーター』が2001年春

に公開される予定である。ハリウッド映画の話題

作を身近な場所で早く見ようとするなら、当分の

間は、お隣の韓国か中国・台湾・香港などへ行っ

てみることになる。それにしても、アメリカ映画

を中国語、韓国語といったアジアの言語で楽しむ

醍醐味もまた格別であるといえる。

アメリカ映画『U-571』『M:1･2』『グラディエーター』広告

（上海市で、2000年8月）

　東西ドイツが再統合されて10年目にあたる今年

の8月末、久し振りにゲッチンゲンを訪問した。

ゲッチンゲンはフランクフルトとハノーバーの間

に位置する静かな町である。古い歴史を誇るゲッ

チンゲン大学と、４ヶ所のマックス・プランク研

究所（特にそのうち一ヶ所には、ノーベル賞受賞

者が二人も所属している）以外には取りたてて挙

げるべきものもないような小さな町である。ゲッ

チンゲン大学には有名な数学者や化学者が多数在

籍していたが、その内“ガウス分布”で有名な数

学者ガウスのおかげで、10マルク紙幣にはガウス

の業績とゲッチンゲンの古い教会が絵柄として採

用されている。10数年前の約2年間、私はマック

ス・プランク実験医学研究所の化学部門で客員研

究員として過ごした。

　その時の研究仲間であり、かつそれ以来の友人

夫妻がハノーバー空港に出迎えてくれた。おりし

もハノーバーでは、20世紀最後の万国博覧会が開

催されていた。不人気で入場者数が低迷している

と日本でも聞いていたが、それを裏付けるかのご

とくハノーバー空港は万博会場最寄の空港にもか

かわらず閑散としていた。

　友人夫妻は、私と共に万博に行く計画を立てて

いた。彼らは研究者の常として好奇心旺盛な夫妻

で万博には興味を持っていたが、あまりの不人気

のため、日本からの友人を案内するといった大義

名分でもないと出掛けられない雰囲気でもあった

のだろうか。そんなわけで、ゲッチンゲンに滞在

中の一日、友人夫妻と共に万博見学に出掛けたの

である。



　30年前の1970年、日本で開催された大阪万博は

大盛況であった。国内経済は上昇傾向にあったが、

海外旅行はまだまだ高値の花であった時代である。

地図でしか知らない多くの国が一堂に会する万博

は、当時の日本人にとって世界への憧れや明るい

未来を具現化してくれる場であった。この時アメ

リカ館では、アポロ11号が月から持ち帰った「月

の石」が人気を博し、多くの人々が炎天下行列を

成し、2,3時間の入館待ち時間を耐えていた。

　あれから30年の時が流れ、社会情勢、経済状態

等、世界は大きく変化した。大多数の日本人は海

外旅行を経験し、またインターネットの普及によ

り居ながらにして世界中の情報を手に入れること

ができる現在、30年前と変らない運営形態での万

博が、もはや人々の興味を引かないことに多くの

説明は不要であろう。このような状況は当然予測

されていたことであり、そのためかアメリカは賢

明にも（?）不参加、また日本を始め出展している

どの国も極力押えた予算のなかで運営している状

況がありありと見て取れた。

　さらに閉幕までにはまだ二ヶ月を残すにもかか

わらず、万博開催の赤字をニーダーサクセン州(ハ

ノーバーが属する州）のみで背負うには巨額であ

るとし、ドイツ連邦すべての州で協力して解消す

る提案が示された。これには当然のごとく反対の

声があがり、特にバイエルン州は声高に不快の念

を表明していた。

　短い見学ではあったがいずれの参加国において

も、今回のテーマである「環境・未来」に対する

明確な提案を出しきれず、考えあぐねている様子

が明白な出展内容を見ていると、無駄な経済行為

としか思えない万博は、20世紀と共に幕を閉じた

ほうがよさそうだ、との感想を抱いた。2005年の

愛知万博も、開催するのであれば根底の発想から

考え直す必要があるだろう。

　今なぜ、ドイツは万博開催に名乗りをあげたの

であろうか？ハノーバー万博への私なりの感想に

対する友人の応答は、東西統一後の何となくちぐ

はぐなドイツの状況を嘆く独白であった。彼曰く、

「一体ドイツは何をしているのだろう?」。そして

さらに友人が話してくれたドイツの不可解な政策

とは、エネルギーとITに関するものであった。

　2025年までに国内の原子力発電は全廃し、ク

リーンエネルギーに変換することをつい最近表明

したドイツでは、クリーンエネルギーとして風力

発電を推進しているようである。アウトバーンを

車で走っていると、そこここに風力発電機が２基、

３基と並び、プロペラがくるくると回転している

風景は最早日常化している。そのドイツが、次世

代のクリーンエネルギー源としてさらに採用した

ものに泥炭がある。国内には大規模な泥炭の鉱床

が存在する。しかし鉱床の上には小さな町がある

ため、まずはその町をそっくりそのまま移住させ、

その後泥炭の採掘を開始することにした。そして

町の移住は既に始まっているとのことである。質

の悪い泥炭をエネルギー源にするとは、どこがク

リーンなのだろうか。大気汚染を解消できるよう

な燃焼炉の開発で対処するのであろうが、それに

しても環境先進国として名高いドイツの選択であ

ろうか、とドイツ人自身にも不可解なようである。

　またIT革命が叫ばれている昨今、ドイツではコ

ンピューター教育の遅れが目立っている。特に即

戦力として活躍できる人材が不足しているため苦

肉の策として、インドから２万人のコンピュー

ター技術者の移住を受け入れる決定をした。８月

には第一陣として20数名のインド人技術者にビザ

が発給されたとのことである。「ドイツはこの10年

間、一体何をしてきたんだろう」、友人の嘆きは一

夜空に浮かび上がる日本館

(ハノーバー万博にて、2000年8月）



層深くなるのであった。

　EUによる通貨統合はドイツに対する外圧的戦

後処理ともいわれている。確かに通貨統合後、マ

ルクは弱体化した。しかし物価は安定し、少なく

ともゲッチンゲンでは変らない生活が人々を取り

巻いている。過去への嘆きよりも、「ドイツはこれ

から何をするのだろう」と、次の世紀への期待も

心をよぎるようなドイツの底力を感じるのは、私

が日本人だからであろうか。

　前回はイングランドの地名を中心に紹介したの

で、今回はスコットランドとウェイルズ編をお送

りしよう。スコットランド語（ゲール語の一種）は

現在では特にハイランド地方の一部と孤島にわず

かに生き残っている程度であるが、地名の中には

いくらでもその痕跡を辿ることができる。ウェイ

ルズでは道路標識がニカ国語（英語とウェイルズ

語）であり、イングランドとの国境には'Welcome 

to Wales /Croeso i Gymru' と併記された看板が

必ずある。母国語としてのウェイルズ語話者も北

部を中心に少なからず存在し、中には英語を全く

解さない者もいて、我々日本人にとっては信じが

たいことだが「英語をまったく話せない英国人」

というのも確かに存在するのだ。アングロ・サク

ソン人の国であるイングランドに対してスコット

ランドとウェイルズ、そして隣の島アイルランド

はケルト人の国であり、それぞれにイングランド

とはまったく異なった文化を持つ。

　小学校時代音楽の時間に「ロッホ･ローモンド」

というスコットランド民謡を習った記憶がある人

も多かろう。この歌はイングランドで投獄された

スコットランド人兵士が処刑される前夜に故郷の

湖を思って書いたものと言われている。湖の名前

は「ロウモンド」で、「ロッホ」は「湖」を意味す

るスコットランド語である。従って有名な「ネス

湖」は現地では「ロッホ･ネス」と呼ばれる。

「ロッホ」は'loch'と綴り、「ホ」は英語にはない

子音であるため（発音記号では'x'で表される）、イ

ングランド人やアメリカ人などは通常「ロック」

と発音する。スコットランドは湖が多い国なので、

この単語はロッホインヴァー、ロッホナガー、ピ

トロッホリーなど多くの地名に見られる。

　ロッホインヴァーの「インヴァー」は「河口」

を意味するスコットランド語である。イングラン

ドで言うポーツマス、プリマスの「マス」である。但

しインヴァーの場合は語頭に来ることが多く、ネ

ス川の河口の街はインヴァーネス、エスク川の河

口にはインヴァーレスクがある。アバディーンの

「アバ」もまた河口を意味し、この街は実際ディー

川が北海に注ぐ河口に位置しているが、実際地名

の語源となったのはこの川ではなく近くを流れる

ドン川である。何故なら旧市街である「オウルド･

アバディーン」はドン川の河口に近いところにあ

る。グレンフィナン、グレンリー、グレンコウな

どの「グレン」は「渓谷」を意味し、この 'glen' 

は 'loch' とともにスコットランド方言として英語

の中に生き残っている。「グレン」よりも広い「渓

谷」を意味する「ストラス」(strath)も方言とし

て世き残っているばかりでなくストラスヘイヴン、

ストラスクライドなど多くの地名を形成している。

　ベン･モア、ベン･ネヴィスなどの「ベン」は

「山」「頂上」を意味する。ベン･ネヴィスはスコッ

トランドで一番高い山であり、ブリテン島全体で

もこれが最大の標高を誇ることになっているが、

それでもわずか1344mだ。一方「ダン」は「要塞」

を表し、ダンディーは「デイグ（人名）の砦」、ダ

ンバーは「丘の上の砦」、ダンケルドは「カレドニ

ア人の要塞」を意味する。カレドニアは言うまで

もなくスコットランドの古名である。「教会」を表

わ す 英 語  ' church' はスコットランド万言では



'kirk'であり、カークォール、カータカドブライト、

セルカークなどはすべて、教会にちなんでつけら

れた地名である。カークビー、カークリーズなど、

「カーク」がつく地名はイングランド北部にもよく

ある。

　「ウェイルズ」は「外国人」を意味する古英語を

語源とし、勿論アングロ・サクソン人が付けた名

前である。ウェイルズにも英語とは明らかに違っ

た音や綴りを含む独特の地名が多く、スコットラ

ンドのそれよりも難解である。カナーヴォン、カー

フィリー、力イアゴアリーなどの「カー」「カイ

ア」（caer）はスコットランドの「ダン」と同様

「要塞」を意味する。カナーヴォンは「アーフォ

ン（アングルジー島）に面した砦」の意であり、

英国皇太子「プリンス・オヴ・ウェイルズ」の戴

冠式はここで行なわれる。ウェイルズの首都カー

ディフは英語では 'Cardiff' だがウェイルズ語で

は 'Caerdydd' と綴り、意味は「タフ川に面した要

塞」である。

　ブレインセッハイ、ブレイン・ア・クーム、ブ

レイン･サンヴィなどの「ブレイン」（blaen）は水

源もしくは高地を表し、ブレイナヴォンは「川の

源流」である。ウェイルズ語で「川」は 'avon' で

あり、イングランドにあるエイヴォンという川も

ウェイルズ語に由来する。一方ブリンマウア、ブ

リンパデュー、ブリンハヴリッドなどの「ブリン」

(bryn)は「丘」を意味する。「クーム」(cwm)は

クーム・アヴォン、クームグラッホ、クームディ

などの例に見られるが、これはスコットランドの

「グレン」と同様「渓谷」を意味する。「クーム」

の場合特に「狭い渓谷」であり、イングランド南

西部にもババクーム、イルファクーム、カースル･

クームなどこれがつく地名は多いが、英語では

'combe' と綴る。

　スコットランドのアバディーンと同様、「河口」

を意味する「アバー」がつく地名はウェイルズに

も多い。「イストゥイス川の河口」にある海辺の観

光地アバリストゥイス、「ダヴイ川の河口」のア

バーダヴィ、イングランドのポーツマスと同様「河

口の港」の名を持つ漁村アバーホースなどがそれ

である。英語で「ピン」とか「ペン」で始まる準

語は「先が尖ったもの」を表すことが多いが、地

名で「ペン」がつくのはたいてい半島の先端にあ

る町や村である。港町ペンブルクは文字通り「土

地の先端」にあり、ペンマインマウアは「巨大な

岩の先端」から来ている。イングランドの西南端

コーンウォール（この「ウォール」は元来「ウェ

イルズ」と同じ語である。「コーン」は「ツノの先

端」であり、つまり「コーンウォール」は「(半島

の）先端の外国人の土地」の意である)の半島にあ

る街は「聖なる岬」ペンザンスだ。「ザンス」は英

語の「セイント」に相当する。コーンウォールは

現在ではイングランドの一部であるが、元々は

ウェイルズと同様ケルト人の国である。ここには

半島がいくつもあるので、「ペン」で始まる地名も

非常に多い。

　さて、最もウェイルズ語らしいものといえば、

やはり「教会」を表わす「サン」がつく地名であ

ろう。これは 'llan' と綴り、'll' は英語の子音 'l' を

無声音（摩擦音?）にしたような音である。筆者は

音声学の専門家ではないので、この説明は必ずし

も科学的に正確な説明とは言えない。英語音声学

の専門家で釣りが趣味である故にウェイルズを頻

繁に訪れている友人は、むしろ「シャン」と表記

した方が近いかも知れないと言う。この'll'の子音

も勿論英語には存在しないので、非ウェイルズ語

話者は「スラン」[slan]という発音で代用する。

これがつく地名にはサンベリス、サンゴセン、サ

ンダドゥノウ（シャンベリス、シャンゴシェン、

シャンダドゥノウ）などがある。サンベリスは６

世紀にローマから来た伝道師セント・ペリスにち

なむと言われ、サンゴセンは７世紀にローマ軍の

軍人として渡ってきたセント･コルン、サンダドゥ

ノウはおそらく６世紀頃この地で活躍したセン

ト・タドノウに由来する。しかし何と言っても、

ウェイルズの「サン」で始まる地名の中で最も有

名なものと言えば、メナイ橋を渡ってアングル

シー島に入って西に折れて10マイルほどのところ

にあるサンヴァイアプスグウィンギスゴウゲラッホワー

ンドロウブスサンダシリオウゴウゴウゴウッホ



(Llanfairpwllgwyngyllgogerychwyrndrobwllllan-

dysiliogogogoch)という58文字の長い名前を持つ

村であろう。ここには鉄道の駅があり、英国の寒

村の駅の例に漏れず無人駅であるが、駅近くの

スーパーで土産物として長い長い入場券を売って

いる。この名前は二つの村が合併したときにいず

れの名前を取るかでどちらも譲らず、結局両方の

村名を強引につなげてしまったという経緯がある。

合併する前から十分に長かったという気がしない

でもないが、前半の「サンヴァイアプスグウィン

ギスゴウゲラッホワーンドロウブス」の部分が「渦

巻く急流の近くの白いハシバミの池の近くの聖マ

リア教会」、後半「サンダシリオウゴウゴウゴウッ

ホ」が「洞窟の近くの聖テイシリオ教会」を意味

する。しかしこれだけ長い名前だと当然日常生活

に支障を来たすので、通常は'Llanfair PG'と表記

し、「サンヴァイア・ピー・ジー」(非ウェイルズ

語話者は「スランフェア・ピー・ジー」)と発音す

ることになっている。

　ところで今回の『語研ニュース』はアメリカ特

集である。ついでに米国で一番長い地名について

も触れておこう。それはマサチューセッツ州ウェ

ブスター近くのチャーゴウガゴグマンチョーガゴ

グチョーブナグンガモーグ(Chargoggagoggman-

chaugagoggchaubunagungamaugg)という44文字

からなる湖の名前であり、原義はインディアン語

で「君は向こう側で魚を釣れ。僕はこちら側で魚

を釣る。真ん中の魚は誰のものでもない。」とい

うことらしい。
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